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報道各位 

 

フェリス女学院大学の学生が解説コラムを執筆した書籍 

『切り絵でつくる百人一首』が 1 月 17 日に発売—女子大生ならではの視点で解説 

 

『切り絵でつくる百人一首』は尾形光琳が描いた「光琳かるた」をもとにした

切り絵かるたを作って遊びながら、一首ごとの歌の意味や背景を学ぶことができ

る書籍です。    

同書に掲載される解説コラムは、2017 年度の文学部日本語日本文学科「日本

語日本文学基礎ゼミ」（担当：谷知子教授）の中で学生が書いたもので、百人一

首を理解するうえでたいせつな事柄が、学生ならではの現代的な感性で執筆され

ています。 

コラムの執筆にあたっては、まず、谷教授と学生 16 名が読者層の分析やコラ

ム内容の検討、引用する百人一首の和歌の選定などを、グループワークによる発

表、意見交換を通じて実施。その後、多くの参考文献を読みこなしたうえで、執

筆作業に取り組み、コラム原稿を完成させました。 

「恋する乙女」・「恋するイケメン」ランキングなど女子大生ならではの企画も

盛り込み、鎌倉時代に生まれた古典文学を身近な存在に感じてもらえる内容とな

っています。 

 

文学部日本語日本文学科 谷教授のコメント 

学生達は、読者や書籍販売の現場という「大学の外」を意識して文章を書くという貴重な体験をすることがで

きました。また、書籍にとっても、若者のコラムが加わったことで、ぐっと親しみやすい、魅力的なものになっ

たと思います。2018 年 4 月開講の課題解決型授業「プロジェクト演習」（全学部学生対象）では百人一首のさら

なる事業化に取り組みます。第一弾は百人一首を題材にした和菓子プロジェクトです。ご期待ください。 

 

「日本語日本文学基礎ゼミ」学生のコメント 

◆主な読者層をふまえ、文のつくりや表現、とりいれる話題をいかに親しみやすいものにするかを考え、平安時

代と現代を比較するなどの工夫をしながら執筆に取り組みました（日本語日本文学科 1 年 H.H）。 

◆今回のコラムの執筆をとおして、百人一首を学問という側面からだけでなく、様々な角度から捉えることがで

き、より柔軟な解釈ができるようになりました（日本語日本文学科 1 年 Y.T）。 
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 フェリス女学院大学（神奈川県横浜市 学長：秋岡陽）は 2017年 10月、誠文堂新光社（東京都

文京区 代表取締役：小川雄一）と百人一首の事業化を目的とした協定を締結。このたび同協定に基

づき、文学部日本語日本文学科の学生が解説コラムを執筆した書籍『切り絵でつくる百人一首』が

2018 年 1 月 17 日に出版されることになりました。学生ならではの視点を生かした解説や企画を

盛り込んだ親しみやすい内容となっています。 

『切り絵でつくる百人一首』 

谷知子監修 パピエ舎著 

【発売日】2018年 1月 17日  

【出版社】誠文堂新光社 


